音楽をつくろう！　２．「コード進行の仕組みについて考えよう（コード入門）」
○メロディやサウンドの基本となるコード進行の仕組みについて学ぶ。

メジャー・スケールとマイナー・スケールについて

○ダイアトニック・コード　　
スケールの各音階上に３度の音程で、音を３つ重ねたもの（トライアドという）

参考　●メジャー・スケール（例　ハ長調、Ｃメジャー･キー・スケール）

　　　　　　「全音・全音・半音・全音・全音・全音・半音」と上がっていく音階
　　　　◎ダイアトニック・コード　　

　　　　　　 Ⅰ（Ｃ　ドミソ）　 Ⅱ（Ｄｍ　レファラ） 　Ⅲ（Ｅｍ　ミソシ）　 Ⅳ（Ｆ　ファラド）　 Ⅴ（Ｇ　ソシレ）　 Ⅵ(Ａｍ　ラドミ) 　Ⅶ（ＢdimまたはBｍ－５　シレファ）

　●マイナー･スケール（例　イ短調、Aマイナー・キー・スケール）

　　　　　　「全音・半音・全音・全音・半音・全音・全音」と上がっていく音階　

　　　　◎ダイアトニック・コード　

　　　　　　Ⅰ（Amラドミ） 　Ⅱ（BdimまたはBｍ－５　シレファ）　Ⅲ（C　ドミソ） Ⅳ（Dm　レファラ）
Ⅴ（Eｍ　ミソシ） 　Ⅵ（F　ファラド）　Ⅶ（G　ソシレ）
※マイナー・キーのダイアトニック・コードは
和声的短音階（ハーモニック・マイナー・スケール）上にできるトライアドを使う。
和声的短音階では７番目の音（G）を半音上げた音（G#）を使うので、
Ⅲ（C→Caug）　Ⅴ（Eｍ→E）　Ⅶ（G→G#dim）となる。

＜鍵盤の図で確認しよう！＞　　　　
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※各コードを構成している音は下からRoot（根音）、３rd（第３音）、５th（第５音）
　　　　　※「Ⅰ」「Ⅱ」～「Ⅶ」はダイアトニック・コード上の「1番目のコード」「2番目のコード」・・・　　　「7番目のコード」を表す。

　　　　　○「スリーコード」とは3つの主要三和音「Ⅰ」「Ⅳ」「Ⅴ」を使ったコード進行

　　　　　　　　　　　　　ハ長調（Ｃメジャー･キー・スケール）　C―F―G(7)

　　　　　　　　　　　　　イ短調（Aマイナー・キー・スケール）Am―Dm―E(7)　　　　　　　　　　　　　　
＜補足説明＞

　　「Ⅰ」のコード　T＝トニック・コード（安定感があり、曲のキーを決定する）

　　　　　「Ⅳ」のコード　SD＝サブドミナント・コード（やや不安定、ⅠまたはⅤへ進行）
　　　　　「Ⅴ」のコード　D＝ドミナント・（セブンス）コード
（Ⅰへ進もうとする力がある、セブンスとして使われることが多い　Ⅳへは行かない）

○スリー・コードの進行例(法則）

①T→D→T（Ⅰ→Ⅴ→Ⅰ）　　　②T→SD→D→T（Ⅰ→Ⅳ→Ⅴ→Ⅰ）　　③T→SD→T（Ⅰ→Ⅳ→Ⅰ）　　　　　　④T→D→SD→T（Ⅰ→Ⅴ→Ⅳ→Ⅰ）　※④はあまり使わない。
　　　　　　　　　　　　

○よく使うコード進行のパターンを覚える

☆スリー・コード　進行例
F→G→C→G（Ⅳ→Ⅴ→Ⅰ→Ⅴ）　　　　　　　　

C→F→G→C（Ⅰ→Ⅳ→Ⅴ→Ⅰ）
C→F→G7→C（Ⅰ→Ⅳ→Ⅴ→Ⅰ）　　　　　　

C→G7／F→G7／F→G7／C　　　（Ⅰ→Ⅴ／Ⅳ→Ⅴ／Ⅳ→Ⅴ／Ⅰ）
C→Dm7＜Fの代理コード＞→G7→C（Ⅰ→＜Ⅳ＞→Ⅴ→Ⅰ）
C→Dm＜Fの代理コード＞→G7→Am＜Cの代理コード＞（Ⅰ→＜Ⅳ＞→Ⅴ→＜Ⅰ＞）
Dm＜Fの代理コード＞→G7→C→F（＜Ⅳ＞→Ⅴ→Ⅰ→Ⅳ）

　　　※代理コードとは主要三和音の代わりに使えるコード（ルート音含めて２音が共通なコード）

　　　※よく使われる代理コード　Ⅰの代理コードはⅣ（例．Cの代理コードはAm）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⅳの代理コードはⅡ（例．Fの代理コードはDm）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⅴの代理コードはⅢ（例．Gの代理コードはEm）

☆ダイアトニック・コードの循環コード　進行例
C→Am（7）→Dm7（またはF）→G7　など（Ⅰ→Ⅵｍ（７）→Ⅱｍ７(またはⅣ)→V7）
C→Em（7）→F→G7　など　（Ⅰ→Ⅲｍ（７）→Ⅳ→V7）
C→A7→Dm7→G7　など　（Ⅰ→Ⅵ７→Ⅱｍ７→Ⅴ７）
※補足説明

・メジャー・コード（長三和音）・・・根音＋長3度＋完全5度

　　　・マイナー・コード（短三和音）・・・根音＋短3度＋完全5度

　　　・二つの音の間に半音が3つの場合を短3度、半音が4つの場合を長3度という。

　　　・二つの音の間に半音が7つの場合を完全5度という。

　　　・三和音に、根音の7度上の音（第7音という）を加えた和音を、セブンス・コードという。・・・＊
＜実習＞パソコンを使ってコード（音符）を入力して、実際に音を聴きながらコード進行を組み立てる。「トラック１ に8小節のスリー・コード（循環コード）・パターンを作ってみよう（入力してみよう）！」
　　※４小節目の終わりのコードはT（Ⅰ）またはD（Ⅴ）　　　エンディングは　D（Ⅴ）→T（Ⅰ）　
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